
　市は国県市道に架かる約4,000橋の橋梁を管理しています。これらの橋梁は、その多くが高度経済成長期

に建設されたことから、今後建設後50年を超える橋梁の割合は、令和７年の約４割から、20年後には約８

割まで増加します。

　近い将来、これらの橋梁が一斉に老朽化し、大規模な修繕や架け替えが必要となった場合、非常に大きな

財政負担となります。

　このため市では、計画的かつ効率的な維持管理の実践に向けて、アセ

ットマネジメントの考え方を取り入れた「新潟市橋梁長寿命化修繕計

画」を平成23年３月に作成しました。

　今後も橋梁の長寿命化や更新時期の平準化、維持管理費用の縮減な

ど、道路ネットワークの安全性・信頼性確保に努めていきます。

　環境問題や健康意識の高まりを受け、経済的で環境にやさしい自転車

の利用が見直されてきていること、自転車利用者による歩行者や自動車

との接触事故、路上駐輪や放置自転車等が社会問題となっていること等

を受け、令和６年３月に「新潟市自転車利用環境計画」を改訂しました。

　「走行空間計画」、「駐輪計画」、「放置自転車対策」、「啓発活動

計画」の４つの基本方針に基づき、車道の左側通行を啓発する自転車走

行空間の整備（矢羽根等）や、駐輪場の整備、放置自転車対策、自転車

利用ルールの周知に努めていきます。

　国県市道の約5,000㎞を対象に毎年度除雪計画を策定し、積雪や路面状

況に応じ、車道及び歩道の除雪、消雪パイプによる融雪、凍結防止剤の

散布や地吹雪対策を行っています。

　近年は、平成29年度、令和２年度の豪雪の経験等を踏まえ、除雪の効

率化や適正化、除雪協力業者の支援、市民広報の充実、異常降雪時の対

応強化に取り組んでいます。

　今後も冬期間における安心・安全な交通確保を図るため迅速・効率的

な除雪に努めていきます。

　現在、市が管理をしている道路は国県市道あわせて約6,900㎞となって

います。これらの道路を常に良好な状態に保ち、安心・安全な通行の確

保を図るため、日常的な道路パトロールのほか、橋梁・トンネルの定期

的な点検を実施し、道路施設の維持管理を行っています。



　新潟中央環状道路は、多核連携型の都市構造を支える重要な幹線道路であり、本市の各地域拠点間の交

流・連携を強化し、安心・安全なまちづくりに向けた整備を進めています。

　小須戸橋は、大雨等により河川の水位が上昇すると通行ができないもぐり橋であり、災害時の安全・確実

な交通の確保を目的に、橋りょうの架け替え整備を進めています。

新潟福島豪雨時の出水状況と水防活動
（H23.7.30）

小須戸橋　橋脚工事の様子（R6.1）

新潟市秋葉区新潟市秋葉区

新潟市南区新潟市南区

←信濃川←信濃川





年度
公園等の総数 １人当たり

面積（㎡）か所 面　積（㎡）

平成20 1,475 8,561,656 10.66 

21 1,505 8,719,294 10.85 

22 1,521 8,819,402 11.00 

23 1,535 9,033,284 11.27 

24 1,554 9,212,198 11.45 

25 1,569 9,384,053 11.68 

26 1,591 9,498,020 11.85 

27 1,609 9,579,837 11.98 

28 1,617 9,582,071 12.03 

29 1,626 9,685,349 12.20 

30 1,637 9,750,378 12.34 

令和1 1,645 9,759,084 12.42 

2 1,654 9,772,367 12.49 

3 1,659 9,778,362 12.59 

4 1,663 9,795,668 12.71 

5 1,671 9,806,441 12.83 

6 1,678 9,808,773 12.94 

（か所・面積は借地公園等を含む。）

【参考】

○政令指定都市における都市公園
　　令和５年度末　31,173か所　25,609ha　6.9㎡／人

○全国における都市公園

　　令和５年度末　115,327か所　130,870ha　10.9㎡／人


